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１．理念・目的

２．アドミッション・ポリシー

３．博士課程

４．募集人員

５．歯学研究科の構成

６．履修プロセス

７．学費等

【教育理念】

　歯学の教育･研究および歯科医療における地域の中枢機関としての役割を遂行すべ

　く､人間性ならびに創造性豊かな人材を育成して､科学的研究を達成する。

【目　的】

　歯学とその関連する領域における専門的な学術の理論応用を教授かつ研究し､その

　奥義を究め､歯学の進歩と社会の福祉ならびに文化の発展に貢献しうる有為な研究

　者を養成する。

1） 歯学の進歩に貢献できる研究者を目指すひと

2） 豊かな人間性と高い研究能力を兼ね備えた研究者を目指すひと

3） 国際的な視野に立った歯学研究を行う志のあるひと

4） 自立して歯学研究を行える研究者になることを望むひと

5） 歯学研究に取り組む意欲をもつ社会人

４年

18名（社会人特別選抜を含む）

領 域 専 攻 科 目 領 域 専 攻 科 目

口腔機能学

口腔機能解剖学
口腔生理･生化学
口腔機能回復学
顎顔面口腔矯正学
生体管理学

口腔健康科学

口腔保健学
生体材料･医用工学
保存修復学
咬合機能修復学
総合診療歯科学

口腔病態学

口腔病理学
口腔感染症学
歯科薬理学
放射線診断学
顎口腔外科学

加齢口腔科学
口腔組織構造生物学
小児歯科学
歯内･歯周療法学

1） 授業時間は1ｺﾏ90分とし､第1時限～第4時限（9:00～16:30）の時間帯で実施する。

 　社会人特別選抜（昼夜開講制）に対する夜間の授業時間帯は第5時限～第6時限 　　

　 （18:00～21:15）とする。また､受講の利便性を考慮して､土･日曜日および一般選抜  

　 大学院生の夏季休暇期間を利用して集中講義を実施する。

2） 歯学研究科に4年以上在籍し､所定の単位（30単位以上）を修得し､学位論文の審査  

　 および最終試験に合格した者に博士（歯学）の学位を授与する。

本学卒業生 他大学卒業生

入 学 金  （入学時） 200,000 400,000
授 業 料  （毎年度） 600,000 600,000
施設充実費（入学時） 100,000 1,000,000
初年度納入金合計 900,000 2,000,000

（単位：円）

　注：合格者には詳細を通知する。
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８．出願資格

９．出願期間

10．入学者選抜方法

11．合格発表

12．出願書類

　  入学検定料

13．その他

1） 歯科大学又は大学歯学部､医学部､修業年限6年制の薬学部又は獣医学部を卒業した者

　 および2026年3月31日卒業見込みの者

2） 外国において学校教育における18年間の課程を修了し､前号と同等以上の学力がある 

　 と認められた者

3） 文部科学大臣の指定した者

社会人特別選抜に出願できる者は､上記の出願資格のいずれかに該当する者で､本学歯

学研究科入学時に既に就業しているか､または入学直後に就業することが見込まれる者

出　願　期　間

一期 2025年 9月 1日（月） ～ 9月11日（木）

二期 2025年12月 1日（月） ～ 12月11日（木）

三期 2026年 1月29日（木） ～ 2月 5日（木）

入学試験 一般選抜・社会人特別選抜共通

試験日

一期　　2025年 9月18日（木）

二期　　2025年12月18日（木）

三期　　2026年 2月12日（木）

試験科目
外国語（英語）　注：辞書の携帯を認める（電子辞書は不可）

口頭試問（専攻科目）・面　接

試験時間
9:30～10:30　　 外国語

10:45～　　　　 口頭試問・面接

試験場所 奥羽大学歯学部

一般選抜・社会人特別選抜共通

合格発表日

一期　 2025年 9月18日（木）

文書で本人に通知する｡二期　 2025年12月25日（木）

三期　 2026年 2月26日（木）

1） 入　　学　　願　　書　　本学所定の用紙

2） 履　　　歴　　　書　　本学所定の用紙

3） 出身大学の本人調査書　　在学又は出身大学（学部）長が作成したもの

　　　　　　　　　　　　　 （提出できない場合は成績証明書）

4） 卒業（見込）証明書　　在学又は出身大学（学部）長が作成したもの

5） 写　　　　　　　　真　　三分身脱帽（縦 4cm ×横 3cm）　4 枚

　　　　　　　　　　　　　 履歴書､ 願書､ 受験票に貼付すること

6） 入 学 試 験 検 定 料　　40,000 円（現金又は郵便為替）

7） 受 験 許 可 書 ま た は　　本学所定の用紙（社会人特別選抜のみ）

　  就 業 見 込 み 証 明 書

1） 出願時の書類および入学試験検定料はいかなる理由があってもこれを返還しない。

2） 受験に関する注意事項は直接本人に通知する。

3） 国家試験不合格の場合は入学を辞退すること。

4） 入学に関する照会および入学願書用紙の請求は本学研究科教務課に申し込むこと。

5） 合格者で入学手続きを完了した者が､2026年3月31日（火）12時までに文書（書留

 　必着）で入学の辞退を申し出た場合には､既納学費のうち入学金以外を返還する。

本学大学院入学試験での個人情報は、当初の目的以外には使用しない。

奥 羽 大 学  学事部  研究科教務課

〒963-8041　福島県郡山市富田町字三角堂31番1
 TEL 024（932）9005　FAX 024（933）7372

　　　　　　　　　　　　　　　Mail gakuji@ohu-u.ac.jp



大学院教員の研究内容

専攻科目担当教員と研究内容

領域 専攻科目 担当教員 研　　究　　内　　容

口
　
腔
　
機
　
能
　
学

口腔機能解剖学

今井　元

・哺乳類における歯の発生機構の解明

・哺乳類における下垂体の発生機構の解明

・哺乳類における脳神経の発生機構の解明

宇佐美晶信
・骨内部構造の三次元的解析

・頭頚部の肉眼的解剖

口腔生理・生化学

山崎信也

・顎・顎骨への手術操作による局所麻酔効果の解析

・顎骨への浸潤麻酔法の効果の解析

・身体抑制強制開口下での低酸素症発現の解析

・歯科治療での心肺停止報告の解析

・全身麻酔と静脈内鎮静法の回復の解析

前田豊信

・骨造成に関わる代謝産物の検索

・間葉系幹細胞分化を制御する物質の検索

・味覚受容体遺伝子の発現制御と機能解析

口腔機能回復学

高津匡樹
・高齢者の顎口腔機能と口腔QOLに関する研究

・咬合支持喪失と脳機能に関する研究

松本知生

・インプラント上部構造の適合性に関する研究

・付加製造(積層造形)法による有床義歯フレームワークの精確性に関す

　る研究

顎顔面口腔矯正学

川鍋　仁

・口唇口蓋裂児に対する一期治療の評価

・矯正治療に用いる新しい材料に関する研究

・顎変形症治療に関する研究

・現代日本人の頭蓋顎顔面形態解析

・不正咬合と睡眠呼吸動態との関連性に関する研究

・矯正歯科治療前後の顎顔面形態の三次元的解析

山野辺晋也

・不正咬合者の姿勢と筋活動

・機能的矯正装置の治療効果

・不正咬合者と嗅覚の関連性

・矯正歯科治療における早期治療の有用性

生体管理学

川合宏仁

・デクスメデトミジンの多角的解析

・麻酔薬と口腔粘膜血流量の解析

・経鼻挿管における気管チューブの解析

・日帰り全身麻酔の多角的解析

・麻酔薬と唾液分泌機能

安部将太

・全身麻酔と呼気温の多角的解析

・気管挿管に伴う組織的変化に関する研究

・精神鎮静法と酸素投与の多面的アプローチ



領域 専攻科目 担当教員 研　　究　　内　　容

口
　
腔
　
病
　
態
　
学

口腔病理学

遊佐淳子
・自己免疫疾患における口腔粘膜病変の解析

・頭頸部疾患の診断病理学

山﨑幹子
・インプラント治療およびインプラント周囲疾患に関する疫学研究

・歯周病患者におけるSDMに基づいた個別化医療および患者満足度評価

口腔感染症学

清浦有祐

・カンジダ血症の発症メカニズムに関する研究

・口腔カンジダ症マウスにおけるカンジダの拡大メカニズム

・ビスフォスフォネートによる歯肉繊維芽細胞のNF-kB活性化の亢進メカニズム

・研究倫理及び大学院における歯学教育学

玉井利代子

・口腔微生物と真菌の混合感染に対する宿主細胞の応答に関する研究

・ビスフォスフォネートによる宿主細胞のサイトカイン産生調整メカニズム

・歯周病原性細菌の口腔上皮細胞侵入に関する研究

歯科薬理学

柴田達也
・体液のメタボローム解析による疾患マーカーの探索

・歯根膜の粘弾性に関する研究

長岡正博
・マイクロダイアリシス法を用いた脳内神経伝達物質の研究

・新規骨代謝疾患治療薬MPMBPの基礎研究

放射線診断学

川原一郎

・歯科口腔外科疾患の診断に関する研究

・地震・原子力災害における歯科医療対応に関する研究

・歯科診療における患者の自律神経活動に関する研究

・発汗（精神性発汗・味覚性発汗）に関する研究

・神経発生における神経誘導因子に関する研究

臼田真浩

・CTによる骨の形態分析

・頭頸部疾患の画像診断に関する研究

・画像による骨密度変化の解析

・神経の走行に関する研究

顎口腔外科学

高田　訓

・神経伝達物質と神経機能に関する実験的研究

・味覚・口腔乾燥などの口腔機能に関する臨床的研究

・インプラント材料の外科的侵襲に関する実験的研究

金　秀樹

・各種骨補填材による骨増成に関する実験的研究

・嚥下・咀嚼・睡眠時における各種顎口腔領域の筋機能について

・顎口腔領域の各種骨格筋損傷後の形態的・機能的回復に関する研究

・加齢や損傷に伴う運動神経および知覚神経の形態的・機能的変化



領域 専攻科目 担当教員 研　　究　　内　　容

口
　
腔
　
健
　
康
　
科
　
学

口腔保健学

南　健太郎

・エナメル質の再石灰研究

・フッ化物配合口腔保湿剤による象牙質再石灰研究

・リン酸化オリゴ糖による歯質の再石灰化研究

小林美智代

・ラクトフェリンの抗ウイルス作用

・感染症を予防するための機能性食品の探索

・破骨細胞分化抑制因子OPGと歯周疾患との関わり

生体材料・医用工学

石田喜紀

・CAD/CAMシステムによる修復物の適合精度に関する研究

・歯科材料の接着技法へのイトロ処理の応用

・インプラント部材と貴金属合金との鋳接に関する研究

齋藤龍一
・コンポジットレジン修復における歯面処理の研究

・歯科材料の粘弾性に関する研究

保存修復学

山田嘉重

・光線力学療法を応用した根管内細殺菌に対する研究

・新規化学的一物理学的齲蝕除去剤の開発および臨床応用に対する研究

・グラスアイオノマーセメント、レジンセメントを応用した最適な歯冠

　修復法に対する研究

菊井徹哉

・歯科用接着材、接着修復材料および仮封材の性質に関する研究

・歯の漂白および漂白後の歯質保護に関する研究

・レーザーを用いた神経損傷修復、知覚異常改善に関する研究

咬合機能修復学

羽鳥弘毅

・補綴装置の接着向上に関する研究

・補綴装置装着と咀嚼機能に関する研究

・補綴装置装着と下顎運動に関する研究

・新規歯冠補綴材料に関する研究

冨士岳志

・補綴装置と咀嚼機能および顎運動に関する研究

・補綴装置と歯周組織状態に関する研究

・睡眠時無呼吸症候群の実態調査に関する研究

・学生実習の効果に関する研究

・金属冠の使用状況に関する研究

総合診療歯科学

鈴木史彦

・脳血管障害患者の摂食嚥下障害

・認知症高齢者の摂食嚥下障害

・オーラルフイレルに関する疫学研究

北條健太郎

・高齢者施設入所者の口腔内状況に関する研究

・口腔機能低下症に関する研究

・摂食嚥下障害に関する研究



領域 専攻科目 担当教員 研　　究　　内　　容

加
　
齢
　
口
　
腔
　
科
　
学

口腔組織構造生物学

安部仁晴
・口腔の各組織における活性酸素の産生、分布とその動態解析
・骨の発生様式におけるフリーラジカル関連遺伝子の発現と機能解明
・唾液腺の成長発育における細胞増殖因子の発現と関連性の研究

荒木啓吾
・がんの悪性化における細胞の形態学的研究
・がん化に関与する因子の同定
・がんの再発を抑制する治療法の開発

小児歯科学

島村和宏

・乳歯・幼若永久歯の歯冠修復に関する研究
・歯の発育・萌出並びに顎骨の発育変化に関するエックス線CTによる解析
・味覚等口腔機能発達に関する基礎的研究
・小児の歯科治療中の呼吸および循環動態の変化に関する研究

神庭優衣
・歯の発育・顎骨の発育変化に関するエックス線の分析
・小児の歯科治療中の呼吸変化に関する研究
・視線計測装置による認知度把握の研究

歯内・歯周療法学

高橋慶壮

・歯周病の病態における細胞生物および分子生物学的研究
・インプラント周囲疾患の病態解明および治療法の確立
・歯周病の病態を複雑系の理論から解析する研究
・マイクロCTを用いた根管系の拡大形成に関する研究

佐藤穏子
・Ni-Tiロータリーファイルの彎曲根管形成能についての研究
・ポリプロピレン製ポイントの安全性に関する研究
・歯磨剤による着色除去効果についての研究



2026（令和8）年度

大学院歯学研究科入学願書受験番号 
（記入不要）

写真貼付欄
（４㎝×３㎝）

最近３ヵ月以内
の３分身脱帽

出願区分 一般選抜  ・  社会人特別選抜（いずれかを〇で囲むこと）

奥 羽 大 学 長 　殿

               年　     月  　   日　　  志願者氏名　　　　　　　  　　　　　　㊞ 

ふりがな

専　攻

科目名

第1希望

　　　　　　　　　専攻

志 願 者 
氏　  名

生年月日
 （西暦）　　  年  　  月  　 日生

    （3月31日現在）　 満　　 　歳

第2希望

　　　　　　　　　専攻

 入学資格　　　　　　　　　  大学　　　　　　学部　　  　  年　　月　　日  卒　　業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業見込

志願時に在学または 
在職している場合の 
学校名または職業名

所在地

本　籍　地 保 証 人 氏 名 本人との続柄 職　業

　　　　　　　　　満　　　 歳

受験者の現住所 
（連絡場所）

  〒

 電　話　（自宅）　　　　　　　　　　　（携帯）

 メールアドレス

上記以外の 
連絡先

  〒

 電　話　（自宅）　　　　　　　　　　　（携帯）

 メールアドレス

奥　羽　大　学



履　歴　書　　　　　　　　　　 
 年　 　月　 　日現在

写真貼付欄
（４㎝×３㎝）

最近３ヵ月以内
の３分身脱帽

ふりがな 男・女

氏　　名

印

   （西暦）　　　　　年　　　月　　　日生

　　　　　　　　　　　　　（満　　　　歳）

本籍
　　　　　　　　 都道
　　　　　　　　 府県

ふりがな 自宅電話

現住所 〒

携帯電話

ふりがな 自宅電話

連 絡 先 〒　　　　　　　　　　　（現住所以外に連絡を希望する場合のみ記入）

携帯電話

年（西暦） 月 学歴・職歴　 [ 歯科医師・医師免許 ]
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